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スポーツ健康学実習Ⅰにおける学生間の人間関係と 

新入生の学生生活との関連性に関する研究 

 

大隈 節子（教育学部保健体育講座） 

 

1. はじめに 

スポーツ健康学実習Ⅰは全学において実施する「共通

教育」の中の「保健体育教育科目」の一環であり、発展

的実技授業としての「スポーツ実習Ⅰ・Ⅱ」、またスポー

ツを楽しく行うための身体運動の仕組み、またスポーツ

文化の意味や価値の認識を深める講義形式のスポーツ健

康学概論との有機的連関のもとに開講されている 1）。 

現在、本学においてスポーツ健康学実習Ⅰは医学部を

除く他のすべての学部において必修に位置づけられてお

り、同学部生のあいだで共にスポーツを実践する唯一の

機会提供の場となっている。また、本授業が一年次前期

という時期に開講されていることは、スポーツを通じた

新入生間での交流にもつながり、新たな環境での学生生

活全般にも影響を及ぼしていると考えられるのではない

だろうか。 

 そこで本研究では、スポーツ健康学実習Ⅰにおける学

生間の人間関係と新入生の前期学生生活の在り様との関

連性について検討することを目的としてアンケート調査

を実施し、SPSSを用いて統計処理を行った上で現状につ

いて明らかにした。 

 

2. 研究の方法 

調査実施期間：2011年 10月3日～7日 

調査対象者：H23年度スポーツ健康学実習Ⅱ履修者 

      528名（ 男子321名、女子207名） 

調査内容： ①あなた自身について 

      ②大学生活全般について 

      ③スポーツ健康学実習Ⅰについて 

      

3. 調査結果 

1）スポーツ健康学実習への授業状況 

①スポーツ健康学実習Ⅰの授業満足度について 

 本授業満足度について、「非常に満足している」と回答

した割合は27.3％、「だいたい満足している」と回答した

割合は54.9％と8割以上の学生が満足傾向を示している

ことが明らかになった。一方で「あまり満足していない」

は4.0％、「まったく満足していない」は1.3％であった。 

 

 

②スポーツ健康学実習Ⅰの授業意欲について 

本授業に対する授業意欲について、「非常に意欲があっ

た」の割合は24.8％、「だいたい意欲があった」の割合は

53.8％で 8 割近くが意欲的に受講していることが明らか

になった。一方「まったく意欲がなかった」は1.3％、「あ

まり意欲がなかった」は5.5％であった。 

 

 

③スポーツ健康科学実習Ⅰの授業受講率 

 本授業の受講率について「毎回すべて出席した」の割

合は 72.0％、「ほとんど出席した」の割合は 24.1％と 9

割以上の学生が1～2回の欠席以下であることが明らかに

なった。 
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④スポーツ健康学実習Ⅰの人間関係満足度 

本授業における学生間の人間関係満足度について「非

常に満足している」の割合は20.3％、「だいたい満足して

いる」の割合は54.1％と7割以上の学生が満足傾向にあ

ることがわかる。一方、「あまり満足していない」は5.5％、

「まったく満足していない」は1.3％であった。 

 

 

2）スポーツ健康学実習Ⅰでの人間関係について 

①人間関係の広がり 

 本授業を通した学生間の人間関係の広がりについて

「非常に広がった」の割合は 17.2％、「どちらかと言

えば広がった」の割合は 48.3％であり、6 割以上の学

生が本授業を通して学生間の関係が広がったと回答し

ている。一方で、「どちらかと言えば広がっていない」

の割合は6.1％、「まったく広がっていない」の割合は

3.6％であった。 

 

 

②人間関係の深まり 

 本授業を通した学生間の人間関係の深まりについて

「非常に深まった」の割合は15.2％、「どちらかと言えば

深まった」の割合は 48.5％であり、6 割以上の学生が本

授業を通して学生間の関係が深まったと回答している。

一方で、「どちらかと言えば深まっていない」の割合は

5.1％、「まったく広がっていない」の割合は3.8％であっ

た。 

 

 

 

 

 

③授業を通してコミュニケーション能力がついたか 

 本授業を通したコミュニケーション能力の向上につい

て「非常に高まった」と回答した割合は8.7％、「どちら

かと言えば高まった」は42.4％と5割以上が授業を通し

てコミュニケーション能力が高まったと感じている。一

方で、「どちらかと言えば高まっていない」は9.5％、「ま

ったく高まっていない」は3.4％であった。 

 

 

3）スポーツ健康学実習Ⅰにおける学生間の人間関係と授

業への取り組みとの関連性について 

① 学生間での人間関係の広がりと授業満足度との関

連性 

本授業を通して人間関係が広がったかどうかの質問に

ついて、授業満足度との関連性について分析したところ、

有意差が見られた。 

授業を通して学生間の人間関係が「非常に広がった」

と回答した学生の68.1％が授業に対し「非常に満足して

いる」と回答し、27.5％が「だいたい満足している」と

回答している。また、授業を通して学生間の人間関係が

「どちらかといえば広がった」と回答した学生の24.3％

が授業に対し「非常に満足している」と回答し、64.3％

が「だいたい満足している」と回答している。一方で、

授業を通して学生間の人間関係が「どちらかといえば広

がっていない」と回答した学生の9.4％が授業に対し「非

常に満足している」と回答し、56.3％が「だいたい満足

している」と回答している。また、授業を通して学生間

の人間関係が「まったく広がっていない」と回答した学
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生の10.5％が授業に対し「非常に満足している」と回答

し、31.6％が「だいたい満足している」と回答している。 

 

② 授業を通した学生間の人間関係の広がりと受講率

との関連性 

本授業を通して人間関係が広がったかどうかによる

授業受講率との関連性について分析したところ、有意

差が見られた。 

授業を通して学生間の人間関係が「非常に広がった」

と回答した学生の82.4％が授業に対し「毎回授業に出

席した」と回答し、12.1％が「ほとんど出席した」と

回答している。また、授業を通して学生間の人間関係

が「どちらかといえば広がった」と回答した学生の

72.9％が授業に対し「毎回授業に出席した」と回答し、

25.5％が「ほとんど出席した」と回答している。 

一方で、授業を通して学生間の人間関係が「どちら

かといえば広がっていない」と回答した学生の65.6％

が「毎回授業に出席した」と回答し、28.1％が「ほと

んど出席した」と回答している。また、授業を通して

学生間の人間関係が「まったく広がっていない」と回

答した学生の68.4％が「毎回授業に出席した」と回答

し、15.8％が「ほとんど出席した」と回答している。 

 

③ 授業を通した学生間の人間関係の広がりと授業意

欲との関連性 

授業を通した学生間の人間関係の広がりと授業への意

欲を分析したところ、有意差が見られた。 

授業中に人間関係が「非常に広がった」学生の 65.9％

は「非常に意欲があった」と回答し、30.8％が「だいた

い意欲があった」と回答している。また、「どちらかとい

えば広がった」学生の 22.0％が「非常に意欲があった」

と回答し、62.7％が「だいたい意欲があった」と回答し

ている。 

一方、授業中に人間関係が「あまり広がっていない」

学生は「非常に意欲があった」が 9.4％、「だいたい意欲

があった」が46.9％であり、「あまり意欲がなかった」が

18.8％、「まったく意欲がなかった」が3.1％であった。     

また、授業中に人間関係が「まったく広がっていない」

学生の「非常に意欲があった」は10.5％、「だいたい意欲

があった」が36.8％であり、「あまり意欲がなかった」が

21.1％、「まったく意欲がなかった」が15.8％という結果

であった。 

 

④ 授業を通した学生間の人間関係の深まりと授業満

足度との関連性 

本授業を通して人間関係が深まったかどうかの質問

について授業満足度との関連性について分析したとこ

ろ、有意差が見られた。 

授業を通して学生間の人間関係が「非常に深まった」

と回答した学生の 72.5％が授業に対し「非常に満足し

ている」と回答し、23.8％が「だいたい満足している」

と回答している。 

また、授業を通して学生間の人間関係が「どちらかと

いえば深まった」と回答した学生の 27.3％が授業に対

し「非常に満足している」と回答し、63.7％が「だいた

い満足している」と回答している。 

一方で、授業を通して学生間の人間関係が「どちらか

といえば深まっていない」と回答した学生の 11.1％が

授業に対し「非常に満足している」と回答し、51.9％が

「だいたい満足している」と回答している。 

また、授業を通して学生間の人間関係が「まったく深

まっていない」と回答した学生のうち、授業に対し「非

常に満足している」と回答した学生は 0.0％、「だいた

い満足している」は45.0％であった。 

 

⑤ 授業を通した学生間の人間関係の深まりと受講  

率との関連性 

本授業を通して人間関係が深まったかどうかによる

授業受講率との関連性について分析したところ、有意

差が見られた。 

授業を通して学生間の人間関係が「非常に深まった」

と回答した学生の86.3％が授業に対し「毎回授業に出

席した」と回答し、8.8％が「ほとんど出席した」と回

答している。 

また、授業を通して学生間の人間関係が「どちらか

といえば深まった」と回答した学生の75.0％が授業に

対し「毎回授業に出席した」と回答し、22.7％が「ほ

とんど出席した」と回答している。 

一方で、授業を通して学生間の人間関係が「どちら

かといえば深まっていない」と回答した学生の59.3％

が「ほとんど出席した」と回答し、29.6％が「ほとん

ど出席した」と回答している。また、授業を通して学

生間の人間関係が「まったく深まっていない」と回答

した学生の 70.0％が「非常に広がった」と回答し、

15.0％が「ほとんど出席した」と回答している。 

 

⑥ 授業を通した学生間の人間関係の深まりと授業意

欲との関連性 

授業を通した学生間の人間関係の深まりと授業への意

欲を分析したところ、有意差が見られた。 

授業中に人間関係が「非常に深まった」学生の67.5％

は「非常に意欲があった」と回答し、31.3％が「だいた
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